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アザミウマ類が難防除になる要因とそれを克服する防除法

は　じ　め　に

日本で農作物を加害するアザミウマ類は 3科 44種が
知られている（日本応用動物昆虫学会，2006）。これら
のアザミウマ類は，吸汁による直接的な農作物の被害に
加えて，ウイルス病の媒介による被害が大きい。特に，
国内で大きな被害を及ぼす種は，ミナミキイロアザミ 

ウマ Thrips palmi Karny，ネギアザミウマ Thrips tabaci 

Lindeman，ミカンキイロアザミウマFrankliniella occiden-

talis （Pergande），ヒラズハナアザミウマ Frankliniella 

intonsa （Trybom），チャノキイロアザミウマ Scirtothrips 

dorsalis Hoodの 5種である。また，国内で発生が確認
されているウイルスのうち，トマト黄化えそウイルス
（TSWV）はミカンキイロアザミウマ，ヒラズハナアザ
ミウマ，ネギアザミウマ，スイカ灰白色斑紋ウイルス
（WSMoV）およびメロン黄化えそウイルス（MYSV）は
ミナミキイロアザミウマ，インパチエンスえそ斑紋ウイ
ルス（INSV）はミカンキイロアザミウマ，ヒラズハナ
アザミウマ，アイリス輪紋ウイルス（IYSV）はネギア
ザミウマによって媒介される（櫻井，2006）。
アザミウマ類は世界的な難防除害虫である。本稿では

アザミウマ類が難防除となる要因を紹介するとともに，
それを克服するための防除法を大阪府における研究トピ
ックス（柴尾，2024）からいくつか紹介する。なお，野
菜・果樹・花きに発生するアザミウマ類主要 5種の見分
け方や被害の特徴などについては柴尾（2011；2019；
2021）に詳しく紹介しているので参照してもらいたい。

I　難防除となる要因

アザミウマ類が難防除となる要因には，形態的な要
因，生態的な要因，薬剤感受性による要因などに分けら
れる。特に，アザミウマ類は種によって農作物上での発
生生態や被害程度が異なるとともに，後述するように種
によって各種薬剤に対する感受性が異なるといった課題

がある。
 1 形態的な要因
アザミウマ類は微小な害虫である。体長は，ミナミ 

キイロアザミウマの雌成虫（図―1）が約 1.3 mm，雄成
虫が約 1.0 mm，ミカンキイロアザミウマの雌成虫が約
1.6 mm，雄成虫が約 1.2 mm，チャノキイロアザミウマ
の雌成虫（図―2）が約 0.9 mm，雄成虫が約 0.7 mmであ
る（岡島・桝本，2022）。微小であることから，農作物
上での早期発見が困難になり早期防除の実施が遅れるこ
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図－1　ミナミキイロアザミウマ雌成虫

図－2　チャノキイロアザミウマ雌成虫
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